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地すべり調査業務
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他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色
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R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

孔内傾斜計設置観測
BP6-1（L=23.0m）

自記水位計設置観測

孔内傾斜計設置観測
BP6-2（L=29.0m）

自記水位計設置観測

BP6-3（L=21.0m）
孔内傾斜計設置観測

自記水位計設置観測
BP6-3'（L=12.5m）

自記水位計観測

孔内傾斜計観測
B2a.2-2（L=25.0m）
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孔内傾斜計観測
B2a.2-1（L=18.0m）
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B2b.2-4（L=17.0m）
孔内傾斜計観測

自記水位計観測

B2b.2-3（L=16.0m）
孔内傾斜計観測

自記水位計観測

B2b.2-1（L=22.0m）
孔内傾斜計観測
自記水位計観測

B2b.2-3'（L=8.0m）

B2b.2-4'（L=10.0m）

B2b.2-2（L=22.0m）

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測
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孔内傾斜計観測
BP4-3（数量L=43.0m）
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自記水位計観測
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孔内傾斜計観測
BorNo.11-1（L=45.0m）

自記水位計観測
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孔内傾斜計観測
自記水位計観測

C1.2-2（L=24.0m）
孔内傾斜計観測
自記水位計観測

C1.2-3（L=27.0m）
孔内傾斜計観測

C1.2-4（L=24.0m）
孔内傾斜計観測
自記水位計観測
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自記水位計観測
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自記水位計観測
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排水量観測
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1/8

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔

地下水観測孔



HHW
L

PW
L

PWL

PWL

HH
WL

HH
WL

三波川結晶片岩

崩積土層

潜在すべり面

L=40m×5本×2基
横ボーリング工

L=45
m×5本×2基

60

水位観測孔 Bor No.11-3'

10080

dep = 9.40 m
水位観測孔 Bor.No.11-2'

dep = 18.00 m
455.85 m

0

1000

Bor.No.11-1

ＲＱＤ
4020

dep = 45.00 m
428.78 m

20 100400

Bor No.11-3

ＲＱＤ

470.88 m
dep = 32.00 m

80

4020

dep = 10.00 m

60 80

60

Bor.No.11-2

ＲＱＤ

Ａｓ
Ｒ

Ｒ
Ａｓ

ａ．２

ａ．１

ａ．３

Ａｓ

Ｒ

松西邸

BP31-1
dep = 30.3 m

R

PW
L

令和6年HWL

令和6年LWL

調査ボーリング（令和元年度）

凡　　例

計画水位PWL

主測線（A-1-aブロック）解析断面図　

HHW
L

HHWL

安定解析結果一覧表

崩積土層(礫質土）

三波川結晶片岩(軟岩）

種　別

ブ ロ ッ ク 名

す べ り 形 態

初 期 安 全 率

計 画 安 全 率

水 位 条 件

解 析 手 法

粘 着 力 C

内 部摩 擦 角 φ

算 定 方 法

す

べ

り

面

強

度

解 析 内 容

A-1-aブロック

崩積土地すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

国土交通省河川砂防技術基準の保全対象より

水位観測による最高水位（Ｈ11年ＨＷＬ）

分割法（フェレニウス法）

24.6153°

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

す べ り 面

11.10（ｋＮ/m ）2
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委託業務名

路線名等

委託業務箇所

図面名

縮尺
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事業者名
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徳島県西部総合県民局　県土整備部＜三好＞
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解析断面図(A-1-aブロック)
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他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色

R7年度施工・・・・・・・赤色

R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

令
和
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令
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自記水位計観測

設計図面
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孔内傾斜計観測

自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

排水量観測（2基）

L=35m×5本×2基
横ボーリング工

排水量観測（2基）

令和7年

1.15

目標安全率すべり面

A-1-aすべり面

安 全 率 推 移 表

Ｈ11年

1.00

Ｌ．Ｗ．Ｌ

孔　名

H11年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

孔 内 水 位 表

B11-1孔

9.40

9.86 ―

B11-2'孔

0.62B11-3'孔

Ｌ．Ｗ．ＬＨ．Ｗ．Ｌ

9.48

11.09

0.78

Ｌ．Ｗ．ＬＨ．Ｗ．Ｌ

8.94

14.1

0.75

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和元年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.91 10.21

13.01 17.94

0.38 5.18

BP31-1'孔 11.65 13.66

H12年 H13年

―

― ―

―

― ―

―

―

― ― ―― ― ―

Ｈ12年

1.03 1.08

Ｈ13年 令和元年

1.08

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和2年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.86 10.21

10.90 15.32

0.32 4.96

11.34 13.68

令和2年

1.04

令和3年

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和3年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

10.13 10.20

14.14 16.65

0.38 4.92

12.77 13.54

1.11

令和4年

1.01

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和4年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.42 10.48

10.25 17.23

0.33 4.99

10.29 13.58

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和5年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.51 9.54

11.35 15.90

0.34 4.79

11.58 13.34

令和5年

1.04

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和5年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.32 9.53

11.09 15.82

0.35 4.29

11.60 13.22

令和6年

1.03

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和6年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.32 9.53

11.09 16.64

0.35 4.83

11.60 13.28

Ｌ．Ｗ．ＬＨ．Ｗ．Ｌ

9.51 9.53

14.91 16.80

0.40 4.88

12.98 13.29

令和7年

1.10
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孔　名

BP4-1

孔 内 水 位 表

BP4-3

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和5年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

5.24 17.72

18.29 21.67

BP4-4 6.61 7.12

PWL

基岩層

崩積土層

0.00

9.55

14.00
15.55
16.50

22.00
23.30

26.00
27.10

31.60

33.60
34.80

40.00

0.0010.0050.010.050.10.51 510 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後120-1

-1

安定解析結果一覧表

種　別

ブ ロ ッ ク 名

す べ り 形 態

初 期 安 全 率

計 画 安 全 率

水 位 条 件

解 析 手 法

粘 着 力 C

内部摩 擦 角φ

算 定 方 法

す

べ

り

面

強

度

解 析 内 容

風化岩地すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

建設省河川砂防技術基準の保全対象より

水位観測による最高水位（R6年ＨＷＬ）

分割法（フェレニウス法）

20.0587°

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

す べ り 面

38.2(ｋＮ/m  ）2

B-1-bすべり面

B-1-bブロック

目標安全率すべり面

B-1-bすべり面

安全率推移表

1.15

令和5年

1.01

L=70m×5本×2基

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和6年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

8.00 17.35

17.64 21.69

3.30 6.49

令和6年
HWL

令和6年
LWL

令和6年

1.00

令和6年HWL

令和6年LWL

調査ボーリング（令和元年度）

凡　　例

計画水位PWL

HHWL

崩積土層(礫質土）

三波川結晶片岩(軟岩）

令和7年HWL

令和7年LWL

0 （ｍ）1 0 2 05

S=1/500(A1)
S=1/1,000(A3)

HHW
L

他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色

R7年度施工・・・・・・・赤色

R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

令和7年
HWL

令和7年
LWL

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和7年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.39 18.14

21.12 22.10

5.63 6.52

令和7年

1.06 委託業務名

路線名等

委託業務箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局　県土整備部＜三好＞

1/500

解析断面図(B-1-bブロック)

Ｒ７三土 信正地すべり　三・山城信正

信正地すべり防止区域

三好市山城町信正

地すべり調査業務

3/8

設計図面

BP4-1

BP4-3

BP4-4

横ボーリング工



他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色

R7年度施工・・・・・・・赤色

R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和7年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

7.01 7.24

8.54 8.84

L=9.0ｍ

水位観測孔

325.00

300.00

275.00

250.00

225.00

DL＝200.00

主測線（B-2-aブロック）断面図　S=1/800(A3)

0.00
1.00
1.50
2.60
2.75
3.50
3.90
4.60

6.00

8.50

18.00

0 1020304050
N値

4
18

3
25

9
11
12

BV9-1

 255.75ｍ
L=18.00ｍ

0.00

3.00

6.00
6.50

8.50
8.90

12.00

14.70

21.20
21.40
22.30
22.90

25.00

0 1020304050
N値

2/32

2/35
28

12
11

13
13
11

24
10
5
9
16
23

50/0

29
33

50/23

 284.50ｍ

H11
 HW

L(H
HWL

)

PWL

崩積土層

風化～強風化岩層

基岩層

令和6年HWL

令和6年LWL

(令和2年度再設置孔）

凡　　例

計画水位PWL

HHWL

崩積土層(礫質土）

三波川結晶片岩(軟岩）

風化～強風化岩層

B2a.2-2
283.00ｍ

B2a.2-1
255.75ｍ

水位観測孔

BV9-2'

委託業務名

路線名等

委託業務箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 4/8

徳島県西部総合県民局　県土整備部＜三好＞

解析断面図（B-2-aブロック）

地すべり調査業務

信正地すべり防止区域

三好市山城町信正

1/800

Ｒ７三土　信正地すべり　三・山城信正

0.00

18.60

25.00

D

CM

0.00

8.40

18.00

CL

CM

目標安全率すべり面

B-2-aすべり面

安 全 率 推 移 表

Ｌ．Ｗ．Ｌ

孔　名

平成11年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

BV9-1

BV9-2'

孔 内 水 位 表

令和2年

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和3年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

―

―

6.55

6.52

Ｌ．Ｗ．Ｌ

平成13年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

―

―

6.95

7.65

平成13年平成11年

1.15 1.00 1.05 1.05

平成12年

1.01

Ｌ．Ｗ．Ｌ

平成12年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

―

―

6.59

7.67

安定解析結果一覧表

種　別

ブ ロ ッ ク 名

す べ り 形 態

初 期 安 全 率

計 画 安 全 率

水 位 条 件

解 析 手 法

粘 着 力 C

内 部 摩 擦 角 φ

算 定 方 法

す

べ

り

面

強

度

解 析 内 容

B-2-aブロック

風化岩地すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

国土交通省河川砂防技術基準の保全対象より

水位観測による最高水位（Ｈ11年ＨＷＬ）

分割法（フェレニウス法）

35.0934°

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

す べ り 面

14.38（ｋＮ/m ）2

B-2-aブロック

L=18.00ｍ

L=25.00ｍ

Ｌ．Ｗ．ＬＨ．Ｗ．Ｌ

令和2年

8.24 8.86

6.83 7.27

L=35.0m
N=5孔×2基

令和3年

調査ボーリング

1.08

6.94 7.21

8.53 8.85

横ボーリング工 令和7年HWL

令和7年LWL

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和4年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

6.68 7.20

7.97 8.84

令和4年

1.04

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和5年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

6.76 7.19

7.99 8.84

令和5年

1.05

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和6年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

6.66 7.22

7.80 8.84

令和6年
 HW

L

令和6年
 LW

L

令和6年

1.05

0

縮尺１／8 0 0

1 0 2 0（ｍ）

令和7年

1.08

令和7年
 HW

L

令和7年
 LW

L

横ボーリング工
L=50.0m
N=5孔×2基

設計図面

孔内傾斜計観測

自記水位計観測

自記水位計観測

孔内傾斜計観測



設計図面

令和7年

1.20

1.20

1.25

1.10

1.36

令和7年

H.W.L

15.38 17.64

8.50 9.36

2.11 7.73

6.35 9.79

L.W.L

R

R

R

主側線(B-2-bブロック)解析断面図　

0.00

7.90
9.20
10.45

14.50

22.00

 B2b.2-1
H=356.97 m
L=22.00 m

 

 

0.00

9.60

22.00

 B2b.2-2
H=340.32 m
L=22.00 m

 

 

0.00

3.40

16.00

 B2b.2-3
H=321.63 m
L=16.00 m

 

 

0.00

5.45

7.20

10.6

17.00

 B2b.2-4
 H=300.20 m
L=17.00 m

 

 

CL

D
CM

CL

CL

D

CM

CL

CL

D

CM

CL

CL

D

CM

基岩層

水位観測孔L=10.00 m
 B2b.2-4'

 B2b.2-3'
水位観測孔L=8.00 m

CM

委託業務名

路線名等

委託業務箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号1/250

三好市山城町信正

信正地すべり防止区域

徳島県西部総合県民局 県土整備部＜三好＞

地質断面図(B-2-bブロック)

Ｒ７三土　信正地すべり　三・山城信正
地すべり調査業務

崩積土

風化岩層

安全率推移表

8.35

16.10

17.00

孔内水位表

1-1
すべり面

2-
2す

べ
り
面

すべり面 目標安全率 令和3年

B-2-bすべり面 1.15 1.10

1.15 1.081-1すべり面

孔名

令和3年

H.W.L L.W.L

B2b.2-1 10.35 14.59

B2b.2-2 7.77 9.13

B2b.2-3 2.57 7.68

B2b.2-4 6.45 9.39

300.00

280.00

260.00

320.00

340.00

1

1

2

2

種別 解析内容

ブロック名 B-2-bブロック

すべり形態 風化岩地すべり

初期安全率 Ｆｓ0＝1．00

計画安全率
ＰＦｓ＝1．15

国土交通省河川砂防技術基準の保全対象より

水位条件 水位観測による最高水位（R4HWL）

解析手法 分割法（フェレニウス法）

す
べ
り
面
強
度

すべり面 B-2-ｂすべり面

粘着力Ｃ （kＮ／ｍ2）

内部摩擦角φ 33.1266°

算定方法
地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

すべり面 1-1すべり面

粘着力Ｃ

内部摩擦角φ 30.2609°

算定方法
地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

安定解析結果一覧表

すべり面

2-2すべり面

粘着力Ｃ

内部摩擦角φ

47.8846°

算定方法

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、
逆算法により内部摩擦角φを算出した。

（kＮ／ｍ2）

（kＮ／ｍ2）

18.6

18.6

11.0

340.00

360.00

380.00

8.40

PWL

0.001 0.0050.01 0.050.1 0.5 1 5 10

地下水検層結果
kΩ･cm

B.G.0分後 120-1-1

0.001 0.005 0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10

地下水検層結果
kΩ･cm

B.G.0分後 120-1-1

0.001 0.005 0.01 0.050.1 0.5 1 5 10

地下水検層結果
kΩ･cm

B.G.0分後 120-1-1

0.001 0.0050.01 0.050.1 0.5 1 5 10

地下水検層結果
kΩ･cm

B.G.0分後 120-1-1

L=50m×5本×2基

L=20m×5本×1基

L=40m×5本×1基

2-2すべり面 1.15 1.28

令和4年

H.W.L

6.82 15.03

7.67 10.40

1.88 7.70

3.92 9.70

L.W.L

令和4年
令和6年LWL

凡　　例

計画水位PWL

崩積土層(礫質土）

三波川結晶片岩(軟岩）

風化～強風化岩層

調査ボーリング

令和6年HWL

令和7年LWL

令和7年HWL

1.00

1.00

1.06

令和5年

H.W.L

7.87 17.74

7.66 10.47

1.86 7.78

3.11 9.79

L.W.L

令和5年

1.04

1.07

1.00

令和6年

H.W.L

8.15 17.97

6.65 8.93

1.81 7.77

3.20 9.77

L.W.L

R6L
WL

令和6年

1.01

1.01

1.00

R6H
WL

HHWL

HHW
L

0 （ｍ）5 1 0

3

3

3-3
すべり面

5/8

4

4

4-
4す

べ
り
面

すべり面

3-3すべり面

粘着力Ｃ

内部摩擦角φ

23.7001°

算定方法

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、
逆算法により内部摩擦角φを算出した。

（kＮ／ｍ2）11.9

すべり面 4-4すべり面

粘着力Ｃ

内部摩擦角φ 41.1068°

算定方法
地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

（kＮ／ｍ2）8.3

3-3すべり面 1.15 1.09 1.00 1.09 1.01

4-4すべり面 1.15 1.39 1.09 1.00 1.01

S=1/250(A1)
S=1/500(A3)

縮尺１／２５０

他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色

R7年度施工済・・・・・・赤色

R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

水位条件 水位観測による最高水位（R6HWL）

解析手法 分割法（フェレニウス法）

す
べ
り
面
強
度

R7H
WL

R7L
WL

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測

自記水位計観測

孔内傾斜計観測

自記水位計観測

排水量観測
横ボーリング

横ボーリング

横ボーリング



排水量観測（2基）

443.37ｍ

425.24ｍ

385.27ｍ

主測線（C-1ブロック）解析断面図　

C1.2-1

C1.2-2

C1.2-3’

C1.2-4

水位観測専用孔

L=24.0ｍ

L=24.0ｍ

L=27.0ｍ

372.98ｍ
C1.2-5

L=30.0ｍ

414.07ｍ

C1.2-3

L=27.0ｍ

0.00

13.48

27.00

D
CM

CL

CM

D
CL

CM

22.05

0.00

13.10

24.00

D

CL

D

CL

18.85

0.00

12.85

21.95

27.00

CL

D
CL
CM

CL
CM

0.00

14.55

18.45

24.00

D

CL

D

CL

0.00

12.15

24.40

30.00

CL
D
CL
D CLD
CL

CM

D

CM

崩積土層

強風化～

風化岩層

風化岩層

崩積土層

強風化～

風化岩層

風化岩層

推定すべり面

委託業務名

路線名等

委託業務箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 6/8

徳島県西部総合県民局　県土整備部＜三好＞

1:500

解析断面図(C-1ブロック)

Ｒ７三土 信正地すべり　三・山城信正

信正地すべり防止区域

三好市山城町信正

地すべり調査業務

目標安全率すべり面

1-1すべり面

安 全 率 推 移 表

孔　名

C1.2-1

孔 内 水 位 表

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和3年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

1.15

令和3年

1.00

12.36 22.21

19.58 19.66

令和5年LWL

凡　　例

計画水位PWL

令和5年HWL

崩積土層(礫質土）

三波川結晶片岩(軟岩）

風化～強風化岩層

調査ボーリング

300.00

325.00

350.00

375.00

400.00

2

2

1

1

C1.2-2

C1.2-3

C1.2-4

C1.2-5

12.39 18.71

9.77 10.27

6.81 13.95

2-2すべり面 1.15 1.00

安定解析結果一覧表

種　別

ブ ロ ッ ク 名

す べ り 形 態

初 期 安 全 率

計 画 安 全 率

水 位 条 件

解 析 手 法

粘 着 力 C

内 部 摩 擦角φ

算 定 方 法す

べ

り

面

強

度

解 析内 容

風化岩地すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

国土交通省河川砂防技術基準の保全対象より

水位観測による最高水位（Ｈ11年ＨＷＬ）

分割法（フェレニウス法）

22.4904°

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

す べ り 面

24.5(ｋＮ/m  ）2

1-1すべり面

粘 着 力 C

内 部 摩 擦角φ

算 定 方 法

18.4982°

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

す べ り 面

22.6（ｋＮ/m  ）2

2-2すべり面

C-1ブロック

425.00

450.00

475.00

500.00

L＝75m×5本×1基
横ボーリング工

L=20.0ｍ

0.001 0.005 0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120

-1
-1
-1
-1
-1
-1
-1
-1
-10.001 0.005 0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10 50 100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.

0分後
120

0.001 0.0050.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10 50 100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.0分後 120

0.001 0.005 0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120

0.001 0.005 0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120

PWL

令和6年LWL

令和6年HWL

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和4年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

17.36 22.21

16.15 20.14

10.45 18.71

10.04 10.93

6.51 14.17

令和4年

1.04

1.02

L＝70m×5本×2基
横ボーリング工

L＝70m×5本×2基
横ボーリング工

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和5年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

19.24 22.21

22.42 23.96

10.65 18.71

10.04 11.79

6.52 14.45

令和5年

1.05

1.08

HHWL

S=1/500(A1)
S=1/1,000(A3)

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和6年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

16.22 22.83

20.48 23.96

10.66 18.70

9.74 11.58

6.48 14.52

R6H
WL

R6L
WL

HHW
L

L＝75m×5本×1基
横ボーリング工

令和6年

1.00

1.01

0 （ｍ）

縮尺１／５００

10 2 05

他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色

R7年度施工・・・・・・・赤色

R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和7年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

21.03 22.19

23.05 23.98

13.43 18.71

9.79 11.54

6.69 15.12

R7H
WL

R7L
WL

排水量観測（2基）

排水量観測（1基）

令和7年

1.07

1.12

設計図面

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測

自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測



他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色

R7年度施工・・・・・・・赤色

R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和7年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

15.53 15.77

1.36 8.24

1.92 3.86

12.00 13.34

L＝30×5本×2基

安 全 率 推 移 表

委託業務名

路線名等

委託業務箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 7/81:500

解析断面図(C-2ブロック)

Ｒ７三土 信正地すべり　三・山城信正

信正地すべり防止区域

三好市山城町信正

地すべり調査業務

目標安全率すべり面

C-2すべり面

孔　名

C2.3-1

孔 内 水 位 表

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和4年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

1.15

令和4年

1.01

14.07 15.95

2.56 7.95C2.3-2

C2.3-3

C2.3-4

0.95 4.11

8.98 12.92

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
As

主側線(C-2ブロック)断面図S=1/500(A1)

崩積土層

強風化～
風化岩層

風化岩層

300.00

325.00

250.00

275.00

0.00

6.35

15.90

21.00

 C2.3-1
343.94m

L=21.00m

0.00

9.35
12.60

18.00

324.18m
L=18.00m

 C2.3-2

0.00

13.00
13.40

19.00

310.91m
L=19.00m

 C2.3-3

 C2.3-4
292.31m

L=22.00m

安定解析結果一覧表

種　別

ブ ロ ッ ク 名

す べ り 形 態

初 期 安 全 率

計 画 安 全 率

水 位 条 件

解 析 手 法

粘 着 力 C

内 部 摩 擦角φ

算 定 方 法

す

べ

り

面

強

度

解 析 内容

風化岩地すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

国土交通省河川砂防技術基準の保全対象より

水位観測による最高水位（R6年ＨＷＬ）

分割法（フェレニウス法）

26.9642°

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

す べ り 面

18.2(ｋＮ/m  ）2

C-2すべり面

C-2ブロック

350.00

375.00

400.00

325.00
 C2.3-3'
L=12.00m

 C2.3-4'
L=15.00m

PWL

L＝50×5本×2基
横ボーリング工

横ボーリング工

L＝45×5本×2基
横ボーリング工

CL

CM
CL
CM

CL

D

CL

CM

CL

CM

0.001 0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120
-1
-1

CL

D
CL
CM
D

CM

0.001 0.01 0.050.1 0.5 1 5 10 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

60
-1
-1

CLD
CL

CM

CL

0.001 0.01 0.050.1 0.5 1 5 10 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120
-1
-1

CL

D

CL

0.001 0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120
-1
-1

0.00

12.10

16.20

22.00

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和5年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

13.74 15.81

1.79 8.39

1.26 4.11

10.65 14.39

令和5年

1.04

S=1/1,000(A3)

徳島県西部総合県民局　県土整備部＜三好＞

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和6年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

9.74 15.75

1.36 8.24

1.05 3.97

11.27 13.88

R6H
WL

R6L
WL

令和6年

1.00

0 （ｍ）

縮尺１／５００
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令和6年LWL

凡　　例

計画水位PWL

令和6年HWL

崩積土層(礫質土）

三波川結晶片岩(軟岩）

風化～強風化岩層

調査ボーリング

令和7年LWL

令和7年HWL

HHWL

令和7年

1.15

R7H
WL

R7L
WL

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測孔内傾斜計観測

自記水位計観測

孔内傾斜計観測

自記水位計観測

設計図面

排水量観測



0.0010.0050.010.050.10.51 510 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120
-1
-1

0.0010.0050.010.050.10.51 510 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120
-1
-1

0.0010.0050.010.050.10.51 510 50100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0分後

120
-1
-1

L=65m×5本×2基

他 事 業 施 工・・・・・紫色

R6年度施工・・・・・・・橙色

R7年度施工・・・・・・・赤色

R5年度以前施工・・・・・黒色

R8年度以降施工・・・・・緑色

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和7年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

15.57 17.37

22.31 23.00

12.08 12.36

DL=270.000

FH=
GH=386.90

A-1

R

R

宅地

R

As

令和7年

H=382.24
BP6-1(L=23.0m)

H=371.23

H=347.17

L=23.0m

L=29.0m

L=21.0m

380.0m

400.0m

360.0m

340.0m

320.0m

300.0m

440.0

460.0m

420.0m

400.0m

380.0m

360.0m

崩積土

基盤岩層

崩積土

基盤岩層

0.00
0.80
1.30
1.90

3.70
4.15

13.60

14.90
15.30

16.70

17.90

23.00

0.00

2.45

13.00
13.15

16.70
17.00
17.7518.05
18.70
19.80

22.35
23.40

29.00

0.00

1.35
2.00
2.40
3.10

5.30

7.00

9.05

10.40
10.70

12.40
12.85

15.00
15.50

21.00

委託業務名

路線名等

委託業務箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 8/81/500

解析断面図(Eブロック)

Ｒ７三土 信正地すべり　三・山城信正

信正地すべり防止区域

三好市山城町信正

地すべり調査業務

孔内傾斜計観測

BP6-3’(L=12.5m)

主側線(Eブロック)解析断面図　S=1/500(A1)S=1/1,000(A3)

徳島県西部総合県民局　県土整備部＜三好＞

孔　名

BP6-1

孔 内 水 位 表

BP6-2

BP6-3

Ｌ．Ｗ．Ｌ

令和6年

Ｈ．Ｗ．Ｌ

10.65 15.62

21.96 22.59

11.16 11.40

令和6年
HWL

令和6年
LWL

L=60m×5本×2基

L=70m×5本×2基

BP6-2(L=29.0m)
自記水位計観測
孔内傾斜計観測

BP6-3(L=21.0m)

自記水位計観測

孔内傾斜計観測

目標安全率すべり面

Eすべり面

安全率推移表

1.15

令和6年

1.00

すべり面

安定解析結果一覧表

種　別

ブ ロ ッ ク 名

す べ り 形 態

初 期 安 全 率

計 画 安 全 率

水 位 条 件

解 析 手 法

粘 着 力 C

内 部 摩擦 角φ

算 定 方 法

す

べ

り

面

強

度

解 析 内 容

風化岩地すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

国土交通省河川砂防技術基準の保全対象より

水位観測による最高水位（R6年HWL）

分割法（フェレニウス法）

18.7765°

地すべり土塊の層厚から粘着力Ｃを想定し、

逆算法により内部摩擦角φを算出した。

す べ り 面

28.1(ｋＮ/m  ）2

Eすべり面

Eブロック

PWL

0 （ｍ）

縮尺１／５００
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自記水位計観測

設計図面

令和7年
HWL

令和7年
LWL

1.06

令和6年LWL

凡　　例

計画水位PWL

崩積土層(礫質土）

三波川結晶片岩(軟岩）

風化～強風化岩層

調査ボーリング

令和6年HWL

令和7年LWL

令和7年HWL

HHWL

排水ボーリング

排水ボーリング

排水ボーリング


